動く点の問題
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【１】右の図で点Pは長方形ABCDの辺の上を
　　A→B→C→Dの順に毎秒1cmの速さで動く。
　　x秒後の△APDの面積をycm2とする。

（1）xが次の値のときyの値を求めなさい。

①x＝2
　　②x＝7
　　③x＝11

　　

（3）Pが次の辺の上にあるとき、xとyの

　　変域を求め、yをxの式で表しなさい。
　　　①AB上
　　　②BC上

　　　③CD上
（4） xとyの関係を右のグラフに書きなさい。
（5）y＝4となるxの値をすべて求めなさい。
解答・解説

【1】(1)
①x＝2のときはAD＝6が底辺AP＝2が高さなので、△APD＝2×6÷2＝6

②x＝7のときはAD＝6が底辺で高さは3cmなので△APD＝6×3÷2＝9

③x＝11のときはAD＝6が底辺、高さがDP＝1で△APD＝6×1÷2＝3
　　(2)
①辺AB上にいるのは点A(0秒)と点B(3秒後)の間なので　　
0≦x≦3

　x秒後はAP＝xなので△APD＝6×x÷2＝3x
　　　
y＝3x

②辺BC上にいるのは点B(3秒後)とC(9秒後)の間なので　　
3≦x≦9

　辺BC上にいるときは底辺ADとすると高さはいつも3cmで一定

　　　　　　　△APD＝6×3÷2＝9




y＝9


③辺CD上にいるのは点C(9秒後)と点D(12秒後)の間なので　　9≦x≦12

　点PはDに到着するまで12cmを進むことになる。

　　　　　　　点Pはx秒後までにxcm進んできたので、PDは12－x

　△APD＝6×(12－x)÷2＝－3x＋36


y＝－3x＋36
　　　　　※「動く点」に慣れていない場合は、先に(3)のグラフを書いてから、

　　　　　　グラフの座標をもとに式を求めるほうがわかりやすい。

　　(3)　グラフの書き方は2種類ある。

　　　　(2)の式が出せる場合はその式から書く。

　　　　式を求めるのが難しい場合は(3)のグラフを

　　　　先に書いてから、式を求める。

　　　　この場合のグラフの書き方は(1)のように

　　　　x＝1のとき、x＝2のとき、…、x＝12のときの

　　　　面積をすべて調べて、グラフ用紙に書きこむ。

　　　　そして、その点を結べば右の図のようになる。

　　(4)　y＝4の部分をグラフ用紙で調べて、xがもし

　　　　整数ならば、それが答えになる。

　　　　しかし、今回は整数ではないので、計算が必要になる。

　　　　(2)で求めたAB上のときの式とCD上のときの式にy＝4を代入してxを求める。
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